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2025 年大阪・関西万博に向けて、関西の活動の PR を開始します。 
～「360°EXPO 拡張マップ」第１弾の公表～ 

 
２０２５年の大阪・関西万博は、国内外の多くの人や企業が集まる一大国家プ

ロジェクトです。近畿経済産業局では、この絶好の機会をとらえて関西の活性化

を図るため、万博の開催とともに関西で注目すべき活動の PR を開始し、その第

１弾となる「３６０°EXPO 拡張マップ（2021 年度秋）」を公表します。 

 

これは、近畿経済産業局が従前よりすすめている「万博活用地域活性化戦略

（万博活用戦略）」の一環として実施する活動であり、大阪・関西万博の開催の地

の利を活かして、関西経済の活性化を目指します。 
 
１．背景 

2025 年に開催される大阪・関西万博は、国家的な大プロジェクトであり、2820 万人

が訪れ、そのうち 350 万人が海外からの来訪者と見込まれています。 

 

大阪・関西万博の開催は、関西経済の活性化を促進する絶好の機会であり、この

機会を捉えて、万博会場のみならず、会場外の様々な地域 

活動等を PR し、国内外の注目を関西全体に引きつけること 

が重要です。このため、近畿経済産業局では、従前より、 

万博のテーマ、空間、時間の概念を拡張して様々な活動を 

創出し関西を盛り上げる「万博活用戦略」を提唱しています。 

 

２．注目すべき関西の活動の PR（「３６０°EXPO 拡張マップ」の作成）を開始 

「万博活用戦略」の一環として、2025 年の万博開催時及び開催後に向けて飛躍が

期待される関西の活動をまとめた「３６０°EXPO拡張マップ～万博と共に注目すべ

き関西の活動群～」（略：マップ）の作成を開始し、このたび、第１弾のマップを公表

します。 

 

第１弾のマップは、「未来社会の実験場」という万博のコンセプトにあわせ、関西で

行われている実証実験地域のほか、当局がすすめている地域一体型オープンファ

クトリーや地域ブランド創出の活動、さらに、TEAM EXPO プログラムの共創チャレ

ンジの取組に登録されている案件の中から、地域振興活動や素材・機器等分野の

イノベーションの取組を掲載しています。 



 

 

３．今後の展開 

本マップは、２０２５年に向けて随時更新し、当局ＨＰで公表します。関西の魅力あ

る活動を継続的に発信することによって、関西への関心を高めていくとともに、関

西のイノベーション創出活動など、未来社会の実験場としての関西を PR すること

によって、新たな共創やイノベーションの創出を促します。 

 

本年度後半には、「万博活用」を目指す具体的な取組が様々な主体で創出される

ことを促すため、本マップに掲載した事例の紹介等を行うセミナーを開催します。 

 

 

【参考】「３６０°EXPO 拡張マップ」（２０２１年度秋） 掲載項目 
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